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野菜が少ない
●1日の野菜摂取回数が少ない

○美容に良いからと野菜を摂る
子がいる

●野菜でなくサプリで栄養摂取
する子がいる

●食生活が偏ると便秘になり、余
計食べなくなる

●カップ焼きそばの加薬の野菜
を食べられない子がいる

◇朝食にスムージーにして野菜を
摂る

◇春巻き、ぎょうざなど野菜を食
べる工夫をする

◇一緒に料理をして興味を持た
せる

●親が忙しくて一緒に料理でき
ない

●野菜の料理の仕方が分からな
い

集客の工夫
◇人を集める
工夫が必要

◇防災に絡め
たイベントが
あるとみんな
興味を持つの
では

◇ごほうびがな
いと、イベント
に参加しない

塩分
●子どもた
ちは味が
濃いとよ
く食べる

●味付け
を濃くす
ると子ど
もが良く
食べる

●味が濃
いと食べ
る

◇スパイス、
だしを使
う

親の問題
●親が朝食を食べない
と子どもも食べない

●親が起きないから子
どもが朝食を食べら
れない

●朝食を食べるように
促すと、親から言い過
ぎないでくれと言わ
れる

●朝ごはんに何を食べ
させるか悩む

●おやつの食べ過ぎを
気にかけない人が多
い

●共働きが多い

●親が忙しくて準備が
できない

朝食を食べない
●朝食欠食率が高い

●朝食欠食が多い

●朝食を食べる時間がない

●朝、食欲がない

●朝、食欲がない人が多い

●朝食欠食理由は、食欲がない
こと

●朝食を食べると気持ち悪くなる
子がいる

●朝ごはんを食べていないのでお
なかがすいて泣き出す子がいる

●朝食を食べないと集中力が出
ない

●朝食を食べないと脳が働かな
い、やる気が出ない

◇菓子パンでもいいから食べさ
せる

◇乳幼児健診で朝食の大切さを
伝える

◇朝ごはんの簡単レシピがわか
るとよい

◇夕食を早い時間に摂り、空腹
感を作る

◇おにぎりやお好み焼きなどを作
り置きして、朝電子レンジで温
めるだけにする

◇バナナやヨーグルトなど軽くす
ぐ食べられるものを用意する

寝るのが遅い
●夜寝るのが遅い

●親が共働きで帰宅
が遅いので、寝るの
が遅くなる

●寝不足の子が多い

運動しない
●運動やスポーツが
減っている

●ゲームをして運動しな
い

●運動する時間がない

●運動する場所がない

●気軽にできる場所が
ない

●運動できるところが遠
い

●運動量が少ないから
お腹がすかない

●運動しないからおな
かが空かない

◇体を動かして、おなか
をすかせて食べる楽し
さを味わせる

◇クラブ活動の情報が
あると良い

友達遊びが少ない
●友達遊びが少ない

●友達と遊ぶが少ない

●友達と会う、遊ぶこと
が減っている

●遊ぶ場所がない

●子どもだけで歩いて
行ける遊び場がない

●友達の家はNGが多
い

●防犯上子どもだけで
遊ばせられない

●子どもたちだけで集ま
れる場所が少ない

◇子ども同士の交流の
場を作る

食への関
心

●子どもの食
への関心が
少ない

●食に興味が
ない子が多
い

○かつおぶし
削りを子ど
もたちにやら
せたら、だし
に興味を持
つようになっ
た

◇野菜の収穫
体験をして
野菜に興味
を持ってもら
う

◇野菜を自分
たちで作る
と興味がわ
く

◇自分で野菜
を育てると
食べるよう
になる

◇農家の話を
聞く体験が
あるといい

好き嫌い
●好き嫌いが多い

●栄養バランスが取れない

●菓子パンやジュースしか食べない

●あまり注意されると食べるのが
嫌になる

○食べないよりまし

外遊びが少ない
●外遊びをする子が少ない

●屋外で遊ぶ子どもが少
ない

●子どもたちが日光に当た
らない

●劣化のため公園遊具が
撤去された

●公園でゲームをしている
子がいる

●夏の遊び場がない

●夏場に涼しく遊ぶ場所が
ない

◇夏以外は公園遊びをする

スマホ
●スマホを低学年から
持っている子が多い

●スマホ視聴時間が長い

●スマホ視聴時間が多い

●ゲームの時間が長い

●ゲームをしないと仲間に
入れない

●寝る直前までゲーム・ス
マホを使いがち

●ゲーム後睡眠の質が下
がる

●スマホを全く使わないこ
とはできない

やせすぎ
●やせたいと思う女子が多い

●やせすぎに注意していない

●思春期女性はやせているのに更にや
せたいと思っている

●やせているのにやせたいという子ども
の率が多い

●中学生になると、体型を気にして食べ
なくなる

◇やせすぎで困ることに気づくよう啓発
する

◇やせた先に何があるのか教える

◇過度なダイエットのリスクを伝える

昼食を食べない
●昼食にゼリーだけで
お弁当を持ってこない
子がいる

●中学生には給食がな
い

おやつ
●おやつの回
数が多い

●おやつの量
が多い

●お昼を食べ
ても夕食まで
にお腹が空く

●親が食べる
量を管理する

●必要以上に
家に置かな
い

●お小遣いに
格差がある

●友達の家に
行く時お菓子
を持ってくる
子と持ってこ
ない子がいる

中学校の部活
○部活は学校経由なので、
運動のいい機会

○部活なら子どもも意欲が
保てるので運動しやすい

●部活に初めから入らない
子がいる

●部活に入らないと放課後
すぐ帰宅してゲームになっ
てしまう

●中学生は部活がなく、家
にいる

●部活が週1～2回しかな
い

●部活の回数が減って家
でゲーム

●部活が減り目標持てなく
なる

●中学校の部活がクラブ
チームになるかもしれな
い

●部活がなくなり、クラブ
チームに移行

小学校の
クラブ活
動

○小学校の
クラブ活動
は授業の
一環で
やっている

●小学校の
クラブ活動
の情報が
ない

健康情報の入手
●町のホームページは分かりずらいので見な
い

●広報を知らない人がいる

●広報ぐらいしか見ない

●回覧板がなければ情報が分からない

●自治会に入ってないと情報が分からない

●情報は興味がない人に伝わらない

●子どもたちにチラシを配っても親に届かな
い

●地域活動・社会活動などの情報が少ない

●子育て知恵袋を年4回発行していることを
知らなかった

●未就学児の集まりがあるのを知らなかった

○町のLINEから情報を得ている

ラジオ体
操

●海浜公園
暑い

○桜木公園
はアット
ホームで協
力的

コストがかかる
●バランスの取れた食
事は高い

●体にいいものは高い

清涼飲
料水の
飲みす
ぎ

●ジュース
など清涼
飲料水を
飲み過ぎ
ないが少
ない

◇必要なと
きに買う

習い事
●習い事が
少なく、小
田原などに
出ないとな
い

●種類が限
られる

手づくりの
おやつ

●子育てしなが
らなかなか作
れない

ストレスの処理
●ストレスを発散でき
る場所が少ない

放課後の
過ごし方
●学童や習
い事が多
い

●放課後友
達と遊ぶこ
とが少ない

運動の問題 食の問題

テーマ「健康への正しい関心を高めよう」

やせすぎ 生活習慣

こども部会（乳幼児期、学童期、思春期）

啓発

凡例
●問題点

○良い点

・どちらでもない点

◇改善策
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運動する人が少な
い

●青壮年期で運動する
人が少ない

●運動の頻度が少ない

●運動しない

●運動する時間がない

●運動する時間的余裕
がない

●時間に余裕がなく運
動できていない住民が
多い

●働く人の運動時間確
保が問題

●青年期で運動が好き
ではない人が多い

●運動が好きじゃない

●やりたくない運動に時
間を割きたくない

●自分に合った運動が
分からない

●デスクワークが多く、運
動する時間が少ない

朝食を摂らない人
が多い

●青壮年期で朝食を食
べない人が多い

●朝食を摂らない人が多い

●朝食を摂らない人がいる

●朝は食欲がない

●朝食に取るべき栄養が
分からない

○朝食は活力の源

◇朝食を摂るメリットを知
らせる

◇朝食を習慣化できるよ
うにする

◇手軽にできる朝食メ
ニューを知らせる

◇1週間分の朝食を提案

◇駅前に朝食食堂をつく
る

惣菜の利用が多い
●外食・弁当・総菜の頻度が高い

●総菜は添加物が多い

●健康的な食事が分からない
ので、食事の用意ができない

●レシピを見ても作る気になれない

◇簡単に数品作れるレシピをつくる

◇手をかけずにできるレシピ(野
菜、タンパク)があると良い

◇簡単な調理法、食材、調味料
の組み合わせの紹介

◇自炊の良さを発信する

◇電子レンジで何品か作れるレ
シピを知らせる

塩分を減らす
●塩分摂取量が多い

●塩分量を気にしていない人が
多い

●塩分摂取量の目安を知らない

◇減塩のポイント、やり方を紹介
する

◇減塩のコツを紹介する

◇塩分量が分かるレシピを教えて
ほしい

◇塩分控えめレシピを知らせる

◇減塩調味料の使用を啓発する

◇代替調味料を知らせる

◇酢、減塩調味料、だし、めんつ
ゆ

◇醤油を減らして黒酢にする

◇調味料はかけるのではなく、つ
ける

◇調味料をかける→つけるにする

自分で調理できない
●自炊は難しい

●全てを自分で調理してコント
ロールするのは難しい

必要な運動強度が
分からない

●運動を始めて体重が
減らなくなってから続
かない

●運動は停滞期にめげ
る

◇どのくらいの運動強度
と時間が効果があるか
知りたい

◇運動の強度と時間が
知りたい

タバコが減った
○タバコを吸ってい
る人は減少傾向
にある

○加熱式タバコ、電
子タバコに変えた
人が多い

○喫煙本数が減っ
ている

ウォーキングコースを
作る

○高齢者の運動頻度は高い

◇おすすめの散歩コースを
提案する

◇散歩して楽しいコースを
紹介する

◇ウォーキング用に町内の
景勝を紹介する

歯の健康は向上している

ストレスを感じ
ている人が多

い
●壮年期でストレス
を抱えている人が
多い

●時間に余裕がな
い人が多い

●ストレスを感じて
いる人が多い

●ストレスを感じて
いる人が多い

●ストレスを感じて
いる人が多い

●ストレスを抱えて
いる人が多い

●ストレスを知られ
たくない人もいる

ひとり暮らしは孤独
●一人暮らしが多い

●一人暮らしが多く、話し
相手がいない

●一人暮らしの人が多く、
相談相手がいない

●一人暮らしの若者は孤
独

●友達や地域などまわり
との交流が少ない

●相談できる相手がいな
い

●若年層のひとりぐらし
は集まれる場がない

◇運動する場をきっかけ
に集まる場を作っていく

◇一人暮らしの人たちの
ご飯会

高齢者に肉食を
勧める

◇歳をとっても肉を食
べようという「8029
運動」(ハチマル肉)
を勧める

主食・主菜・副菜
を揃える

●主食・主菜・副菜の
摂取が難しい

◇主食・主菜・副菜の
献立の紹介をする

◇おかずの品数を増
やせると良い

人によりスト
レスの原因
が違う

●ストレスの原
因は人それぞ
れなので対処
を考えるのが
難しい

◇ストレスの内
容に合わせた
対処法を示す

食事量が分か
らない

●ワンプレートこ゜は
んは食べ過ぎてし
まう

●1回の食事量ど
れくらいが適切
か分らない

◇年代別の献立を
イラストなどで紹
介（量などを具体
的に）

◇1日ではなく、1
週間単位でカロ
リーを考える

◇カロリーの摂取
は1日ごとではな
く、1週間単位で

◇1週間単位で考
えてカロリー調整
する

運動でストレ
ス解消

◇パークゴルフ
でストレス発散

◇運動するイベ
ントをきっかけ
に集まれる場
をつくっていく

◇運動する中で
ストレス発散の
集まりにつなげ
る

話す場づくり
◇AIを活用して話
し相手にする

◇話す場を作る

◇皆で集まって話し
合える会が欲しい

◇若者バージョンの
通いの場

◇町内の喫茶店を
利用する

◇町内の喫茶店を
活用して集まれる
場を作る

◇若者が夕飯を食
べつつ集まる場
があると良い

◇「おとな食堂」を
作る

調理・試食会をす
る

◇調理・実食の会をする

自己肯定感
が低い

●自分が好きで
はないと答え
ている人が多
い

ストレス解消
対策をする
◇ストレスなどここ
ろの健康について
の情報が欲しい

◇ストレスへの対
処法を知らせる

◇メールマガジン
やインターネット
でストレス発散
方法を周知して
いく

◇ストレス発散話
そう会をつくる

◇ストレスを話し合
える場所をつくる

◇ストレスを語り合
える会がほしい

生活の中で
の運動を知
らせる

◇なるべく歩くよ
うに心がける

◇通勤時なるべ
く歩く、階段を
使って上り下り
する

◇駅で階段を使
うなど日常で
運動量を増や
す

◇徒歩、自転車
で運動する

◇オフィスや家庭
でストレッチを
習慣化する

◇隙間時間でで
きるエクササイ
ズを知らせる

◇ながら運動の
ようなエクササ
イズを啓発する

効果的な運動を知ら
せる

◇天気や気候に影響されな
い運動が知りたい

◇家の中でできる運動が知
りたい

◇家の中でできる運動を提
案する

◇その場でジャンプ、つま先
立ちする

◇簡単運動メニューをつくる

◇呼吸法を取り入れるなど
負担が少ない運動が知り
たい

◇身体を動かすゲームをや
る

◇スイッチ(ゲーム機)スポー
ツで運動する

◇ゲームを利用する

◇身体を動かす観光イベン
トを行う

◇運動しながら交流する

◇年代別に運動の内容を
提案する

運動の問題 食の問題

啓発活動

ストレス

健康意識が低い 健康意識が向上

○歯間清掃具を使って
いる人が増えている

●20代、40代で自
歯本数が少ない人
が多い

◇青年期・壮年期か
らの口腔ケアの必
要性を啓発する

○歯の健康維
持の意識は
高い

○虫歯がない
人が増加して
いる

○虫歯なしの人
が増えている

町の情報が分かりにく
い

●町で色々な事業を行って
いるが周知されていない

●ホームページを見ても、ど
こに何があるかわからない

●町からのお知らせを見て
いる人が減っている

●「〇〇相談」では参加しず
らい

●健康づくりの情報をフラッ
トに伝えているものがない

●文章だけの広報は読みづ
らい

●「健康一番」は文章だけな
ので読みずらい

健康ポイント制にする

マスコミの嘘情報
●TVの健康教室の内容が
偏っている

分かりやすい健
康情報の発信
◇メルマガ等で情報
発信

◇回覧板をもっと活
用する

◇「○○式ナントカ」
といった間違った
情報の修正をする

◇「大人の健康知恵
袋」を発信する

◇講座等で健康情
報を発信する

◇イラスト等で見て
すぐに分かりやす
い情報発信にして
ほしい

◇広報誌はイラスト、
QRコードを活用する

◇広報の文章にQR
コードを貼る

◇健診、がん検診にポイント
付与をする

◇健診、がん検診受診率up
のためポイント制にする

◇分かりやすい景品等あれ
ば、出かけるきっかけにな
る

◇町内のポイント制度を作
る

◇高齢の方はポイント好き
な人が多い

◇健診、サロン参加のポイン
ト制にする

◇町内の施設や活用できる
資源を景品にする

◇ポイント等の景品は町内
で準備、消費できるものに
する

●インセンティブの予算化は
難しい

◇楽しく続けられる方法
を提供

◇インセンティブをつけ
る

◇歩数でスタンプラリー
をし、景品がもらえる
ようにする

◇歩くとこごめの湯のチ
ケットがもらえるように
する

◇運動スタンプラリーに
温泉チケットを景品に
する

◇健康づくりにポイント
をつけてプレゼントが
もらえる仕組みづくり

◇社会参加でポイント
をつけるしくみづくり

◇社会参加したらポイ
ントがもらえて賞品
ゲット

若い人のやせ願
望が強い

●青年期で更にやせ
たいと思っている人
が多い

●やせなければいけな
いという意識がある

●食事制限による栄
養の偏り

健康意
識が低
い

●若い世代
の健康意
識が低い

●健康への
知識不足

健診を受けない
◇がん検診
の受診を
勧める

◇がん検診
の目的を
分かりや
すく伝え
る

●青年期で健診を
受ける人が少ない

●アルバイトや非正
規雇用の人は会社
で健診の義務がな
い

●町の健診、がん検
診の受診率が低い

おとな部会（青年期、壮年期、高齢期）テーマ「健康な食生活で健康意識の向上を」

凡例
●問題点

○良い点

・どちら
でもな
い点

◇改善策


